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講
演
す
る
高
柳
副
委
員
長

壇
上
の
た
く
さ
ん
の
川
柳

八
戸
集
会
で
講
演
す
る
田
村
さ
ん

集
会
後
の
デ
モ
行
進

変
形
労
働
時
間
制
も
議
論

教
員
に
変
形
労

働
時
間
制

年
金
下
げ
る
な
！

青
森
・
八
戸
・
弘
前
で
年
金
一
揆

交
付
が
決
定
し
て
い
た
「
あ
い

ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」展
へ
の

補
助
金
が
、9
月
26
日
突
然
不

交
付
決
定
が
さ
れ
た
。実
行
委

員
会
長
で
あ
る
大
村
知
事
が
、

企
画
展
「
表
現
の
不
自
由
展･

そ
の
後
」の
再
開
を
目
指
す
と

表
明
し
た
翌
日
だ
っ
た
。様
々

な
意
見
や
事
実
を
正
確
に
知
る

こ
と
な
し
に
、主
権
者
で
あ
る

国
民
は
、客
観
的
な
判
断
を
下

す
こ
と
は
で
き
な
い
。そ
し
て
、

そ
の
判
断
を
表
現
す
る
自
由
を

奪
わ
れ
た
な
ら
、国
民
の
声
は

無
力
と
な
っ
て
し
ま
う
。「
表
現

の
自
由
」な
ど
の
精
神
的
自
由

は
、民
主
主
義
を
形
成
す
る
上

で
必
要
不
可
欠
な
人
権
で
あ
り
、

そ
の
制
限
は
他
の
経
済
的
自
由

な
ど
の
人
権
制
限
よ
り
、一
層

厳
し
い
最
小
限
の
制
約
が
求
め

ら
れ
る
と
い
う
「
二
重
の
基

準
」が
適
用
さ
れ
る
。政
権
に
都

合
が
悪
い
こ
と
は
国
民
に
知
ら

せ
な
い
、政
権
に
都
合
が
悪
い

こ
と
は
表
現
さ
せ
な
い
。札
幌

で
安
倍
首
相
の
演
説
に
対
す
る

一
言
の
ヤ
ジ
で
、法
的
根
拠
も

な
い
ま
ま
市
民
が
警
察
に
よ

っ
て
排
除
さ
れ
た
。第
２
次
安

倍
政
権
発
足
後
に
、秘
密
保
護

法
、戦
争
法
、共
謀
罪
が
強
行
さ

れ
た
が
そ
れ
は
一
体
の
戦
時
立

法
で
あ
り
、戦
争
へ
の
道
を
批

判
し
、平
和
を
目
指
す
言
論
を

封
殺
す
る
も
の
で
あ
る
。そ
の

先
に
は
憲
法
９
条
改
憲
が
あ
る
。

目
と
耳
と
口
を
ふ
さ
ぐ
、急
速

に
進
む
「
表
現
の
不
自
由
」は
、

戦
前
の
大
本
営
発
表
を
彷
彿
と

さ
せ
る
。勇
気
を
持
っ
て
の
、自

ら
の
意
見
表
明
が
今
こ
そ
求
め

ら
れ
て
い
る
。　
　
　
　
（
奥
）

　

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
廃

止
、
減
ら
な
い
年
金
制
度
の
確

立
、
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創

設
、
年
金
裁
判
勝
利
な
ど
を
掲

げ
た
年
金
一
揆
が
青
森
市
・
弘

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
に
年
金
者
組
合
の
コ
ー

ラ
ス
「
ひ
こ
ば
え
」
が
登
場
、

全
員
で
「
青
い
空
は
」「
沖
縄

を
返
せ
」「
か
け
が
え
の
な
い

人
生
」
を
合
唱
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
年
金
者

組
合
東
青
支
部
の
柳
谷
政
志
執

行
委
員
長
が
挨
拶
、
年
金
裁
判

勝
利
、
減
ら
な
い
年
金
を
作
る

た
め
に
も
安
倍
内
閣
の
早
期
退

前
市
・
八
戸
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

青
い
森
公
園
で
開
催
さ
れ
た

青
森
集
会
に
は
組
合
員
や
支
援

す
る
市
民
団
体
・
個
人
な
ど
65

　

東
青
労
連
は
10
月
26
日
、
第

31
回
定
期
大
会
を
県
教
育
会
館

で
開
き
、
２
０
１
９
年
度
方
針

案
を
確
認
し
ま
し
た
。
議
長
に

年
金
者
組
合
の
小
池
中
氏
を
選

出
し
た
あ
と
、
挨
拶
に
立
っ
た

東
青
労
連
議
長
の
沼
山
隆
一
氏

は
、
保
育
士
不
足
が
待
機
児
童

の
増
え
て
い
る
大
き
な
要
因

で
、
保
育
士
の
給
与
の
増
額
と

介
護
に
つ
い
て
は
保
険
料
あ
っ

て
介
護
な
し
の
実
態
を
批
判
し

ま
し
た
。
来
賓
の
奥
村
榮
県
労

連
議
長
、
藤
原
浩
平
共
産
党
青

森
市
議
会
議
員
か
ら
連
帯
の
挨

自
治
労
連

定
期
大
会

東
青
労
連

定
期
大
会

拶
を
い
た
だ
い
た
あ
と
、
活
動

方
針
案
を
提
案
し
討
論
し
ま
し

た
。
民
医
労
の
代
議
員

は
、
ス
ト
を
構
え
て
の

春
闘
だ
が
地
域
に
見
え

る
闘
い
が
重
要
。
働
き

方
で
は
「
夜
勤
協
定
」

の
見
直
し
と
手
当
の
増

額
を
求
め
て
い
る
。
高

教
組
の
代
議
員
は
「
１

年
単
位
の
変
形
労
働
時

間
制
」
で
、
夏
休
み
は

「
閑
散
期
」
と
い
う
政

府
を
批
判
。
「
１
日
10

時
間
で
は
夏
休
み
前
に

倒
れ
て
し
ま
う
」
と
重

ね
て
批
判
し
ま
し
た
。

７
人
の
発
言
の
あ
と
、

方
針
案
は
満
場
一
致
で
採
択
さ

れ
終
了
し
ま
し
た
。

　

安
倍
政
権
は
、
公
立
学
校
の

教
員
を
対
象
に
し
た
１
年
単
位

の
変
形
労
働
時
間
制
度
を
導
入

す
る
た
め
の
公
立
教
員
給
与
特

別
措
置
法
（
１
９
７
１
年
制

定
・「
給
特
法
」）
の
改
正
案
を

臨
時
国
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
繁
忙
期
は
１
日

10
時
間
働
き
、
夏
休
み
に
ま
と

め
て
休
ま
せ
年
間
通
し
て
８
時

間
労
働
に
お
さ
め
る
と
い
う
も

　
10
月
13
日
、
青
森
自
治
労
連

第
21
回
定
期
大
会
が
青
森
市
・

ア
ス
パ
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
に
先
立
っ
て
中
央
本

部
の
高
柳
副
執
行
委
員
長
が
講

演
し
ま
し
た
。

　
青
森
自
治
労
連
は
、
１
９
９

９
年
に
「
憲
法
を
い
か
し
、
住

民
生
活
と
地
方
自
治
を
守
る
」

を
基
本
方
針
に
組
合
を
結
成
、

県
労
連
と
県
公
務
共
闘
に
加

盟
、
公
務
労
働
者
の
生
活
と
権

利
、
平
和
と
民
主
主
義
擁
護
の

た
め
に
奮
闘
し
て
き
ま
し
た
。

　
木
村
繁
高
執
行
委
員
長
は
、

「
９
条
改
憲
を
許
さ
ず
、
地
域

経
済
を
発
展
さ
せ
、
地
域
住
民

の
い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
た

め
に
奮
闘
し
よ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
に
関
わ
る
問
題
で
臨

時
・
非
常
勤
職
員
を
対
象
に
し

た
30
回
に
わ
た
る
学
習
会
・
説

明
会
を
開
催
、
32
名
を
拡
大
し

ま
し
た
。
ま
た
八
戸
市
営
バ
ス

労
組
は
粘
り
強
い
交
渉
で
職
場

内
に
組
合
事
務
所
の
貸
与
を
勝

ち
取
り
ま
し
た
。

陣
を
勝
ち
取
ろ
う
と
訴
え
ま
し

た
。
壇
上
に
は
絵
入
り
の
川
柳

が
多
数
並
べ
ら
れ
参
加
者
が
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。
安
倍
内
閣

退
陣
な
ど
を
掲
げ
た
集
会
宣
言

を
採
択
し
た
後
、
繁
華
街
を
デ

モ
行
進
、
市
民
に
減
ら
な
い
年

金
制
度
の
確
立
な
ど
を
訴
え
ま

し
た
。

　

小
中
野
公
民
館
で
開
催
さ
れ

た
八
戸
集
会
に
は
65
名
が
参
加
、

の
で
す
。
教
員
の
残
業
が
あ
ま

り
に
多
す
ぎ
る
と
い
う
批
判
を

回
避
す
る
た
め
の
姑
息
な
措
置

で
す
。

　

公
立
学
校
は
ブ
ラ
ッ
ク
な
職

場
だ
と
言
わ
れ
、
小
中
学
校
教

員
の
採
用
試
験
の
倍
率
が
年
々

低
下
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
６

年
の
文
科
省
の
公
立
学
校
教
員

の
勤
務
実
態
調
査
に
よ
る
と
、

過
労
死
ラ
イ
ン
（
月
80
時
間
超

の
時
間
外
労
働
）
は
小
学
校
で

３
割
、
中
学
校
で
６
割
で
、
全

国
の
平
均
労
働
時
間
は
小
学
校

11
時
間
15
分
、
中
学
校
11
時
間

32
分
と
い
う
苛
酷
な
勤
務
に
な

っ
て
い
ま
す
。
10
時
間
労
働
の

後
に
部
活
動
や
他
の
業
務
を
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
育
児
や
介
護
な
ど
の
両
立

も
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

市
区
町
村
教
育
長
の
42
・
2

％
が
導
入
反
対
、
賛
成
は
13
・

6
％
の
調
査
も
あ
り
ま
す
。
全

教
や
全
労
連
も
反
対
の
運
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
政
府
が
や

る
べ
き
こ
と
は
、
①
教
員
の
定

数
増
②
無
駄
な
業
務
の
削
減
③

「
残
業
代
ゼ
ロ
法
」
と
言
わ
れ

る
給
特
法
の
改
正
等
を
実
施
す

べ
き
で
す
。

県
本
部
の
田
村

吉
重
女
性
部
長

の
講
演
「
女
性

の
年
金
は
な
ぜ

低
い
か
」
を
聞

き
、
学
習
を
深

め
ま
し
た
。

　

弘
前
集
会

は
、
弘
前
支
部

と
津
軽
南
支
部

の
合
同
開
催
で

40
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
平
戸

弘
前
支
部
委
員
長
が
挨
拶
、「
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
発
動
に

よ
り
減
ら
さ
れ
続
け
る
年
金
は
、

自
分
た
ち
の
世
代
は
も
ち
ろ
ん

だ
が
将
来
年
金
を
受
給
す
る
今

の
現
役
世
代
は
よ
り
大
変
に
な

る
」
と
発
言
、
世
代
を
超
え
て

闘
う
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。
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第348回
まちがい
さがし

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル

で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、
組

合
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
お
よ
せ

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

●
締
切
＝
12
月
15
日

●
発
表
＝
１
月
号

●
宛
先
＝
０
３
０
―
０
８
５
２

青
森
市
大
野
字
若
宮
１
６
５
―

１
９
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄

外
に
表
記
。
「
第
348
回
ま
ち
が

い
さ
が
し
」
係
り
ま
で
。

第
346
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
①
お
じ
い
さ
ん
の

髪
の
長
さ
②
子
ど
も
の
腕
③

お
ば
あ
さ
ん
の
首
回
り
④
右

の
女
の
子
の
髪
⑤
車
い
す
の

タ
イ
ヤ
⑥
花
壇
の
真
ん
中
の

花
⑦
花
壇
の
左
端
の
柵

《
当
選
者
》
18
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は

次
の
方
々
で
す
。

田
端
深
雪
（
県
教

組
）
、
村
上
美
津

子
（
年
金
者
組

合
）
、
田
中
朝

子
（
年
金
者
組

合
）
、
橋
本
ナ
オ

子
（
県
教
組
）
、

坂
本
豊
（
農
民
組

合
）

74
名
が
参
加
し
た
青
森
市

弘
前
市
の
デ
モ
行
進

お
も
り
ア
ク
シ
ョ
ン
は
10
月
14

日
、
平
内
町
夜
越
山
で
「
ひ
ろ

　

青
森
年
金
裁
判
を
支
援
す
る

会
・
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判
あ

つ
い
に
10
％

の
増
税
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま

だ
あ
き
ら
め
て
は
い
ま
せ
ん
。

私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
の
力
で
消
せ
る
と
い
い

で
す
ね
。（
村
上
美
津
子
・
年

金
者
組
合
）

消
費
税
増
税

と
な
っ
た
。
子
育
て
支
援
と
国

の
借
金
返
済
に
充
て
ら
れ
る
と

い
う
が
、
そ
も
そ
も
軍
事
費
減

ら
せ
ば
増
税
し
な
く
て
も
良
か

っ
た
の
で
は
・
・（
小
田
桐
智

恵
子
・
全
労
働
）

朝
か
ら
台
風

の
ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
て
い
る
。

や
は
り
地
球
温
暖
化
に
よ
る
異

常
気
象
が
多
く
な
っ
て
い
る
と

感
じ
る
。
16
歳
の
グ
レ
タ
さ
ん

の
訴
え
を
聴
こ
う
と
も
し
な
か

っ
た
安
倍
首
相
。「
セ
ク
シ
ー
」

と
訳
の
わ
か
ら
な
い
発
言
を
す

る
小
泉
環
境
相
・
・
。
こ
れ
で

日
本
大
丈
夫
？
恥
ず
か
し
く
、

情
け
な
い
。
実
質
2
割
の
支
持

し
か
な
い
の
に
国
を
牛
耳
っ
て

い
る
。
無
関
心
は
恐
ろ
し
い
と
。 

（
田
端
深
雪
・
県
教
組
）

今
年
の
夏

は
雨
が
降
る
日
が
あ
ま
り
な
く
、

土
地
が
乾
い
て
秋
野
菜
が
ピ
ン

チ
で
す
。（
中
村
龍
平
・
建
交

労
）

関
西
電
力
の
八
木
会
長
・

岩
根
社
長
を
含
む
幹
部
20
人
に

7
年
間
で
3
億
2
千
万
円
が
還

流
し
て
い
た
こ
と
が
バ
レ
タ
！
。

白
日
の
元
に
さ
ら
け
だ
さ
れ
た

も
の
の
氷
山
の
一
角
だ
ろ
う
。

ど
こ
の
電
力
会
社
に
も
あ
る
原

子
力
ム
ラ
の
暗
い
闇
の
ひ
と
つ
。

（
長
内
一
・
建
交
労
）

プ
ラ
ン
タ
�
に
植
え
た

数
種
類
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン

に
、
ブ
ル
ー
の
朝
顔
が
ま
だ
咲

い
て
い
ま
す
。
萩
や
イ
チ
ゴ
な

ど
の
宿
根
草
も
そ
ろ
そ
ろ
冬
準

備
で
す
。（
橋
本
ナ
オ
子
・
県

教
組
）

稲
の
成
長

は
順
調
で
す
。
今
年
は
出
穂
も

3
日
ぐ
ら
い
早
く
な
り
ま
し
た
。

刈
取
り
も
3
日
く
ら
い
早
ま
り

ま
す
。
温
暖
化
の
影
響
か
と
思

い
ま
す
が
、
確
実
に
稲
の
生
育

が
早
ま
っ
て
い
る
の
が
実
感
さ

れ
て
い
て
、
怖
い
気
が
し
て
い

ま
す
。（
坂
本
豊
・
農
民
組
合
）

年
金・い
の
ち
の
と
り
で

裁
判
勝
利！
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際

署
名
県
民
集
会

10
・28
か
ら
社
保

協
キ
ャ
ラ
バ
ン

過去最高の参加者で盛りあがる

左側が講師の鈴木さん

12
月
1
日
（
日
）

青
森
市
・
県
民
福
祉
プ
ラ
ザ

講
師　

斉
藤
光
政
（
東
奥
日

報
・
論
説
編
集
委
員
）

演
題
「
『
基
地
県
ア
オ
モ
リ
』

の
過
去
と
現
在
、
未
来
」

　

青
森
県
は
陸
海
空
の
三
自
衛

隊
と
三
沢
米
軍
基
地
が
存
在
す

る
な
ど
沖
縄
に
匹
敵
す
る
ほ
ど

軍
事
基
地
が
集
中
し
て
い
ま

す
。

　

齊
藤
氏
は
、
日
米
軍
事
基
地

調
査
の
第
一
人
者
で
沖
縄
な
ど

の
大
学
の
公
開
講
座
の
講
師
を

務
め
て
い
ま
す
。

●
県
労
連
第
36
回
評
議
員
会

12
月
7
日
（
土
）
14
時

県
教
育
会
館

議
案
①
定
期
大
会
以
降
の
闘
い

の
総
括
②
２
０
２
０
年
春
闘
方

針
③
そ
の
他

●
高
田
健
講
演
会

12
月
14
日
（
土
）
13
時
半

県
労
働
福
祉
会
館
４
階

講
師　

高
田
健
氏
（
総
が
か
り

行
動
実
行
委
員
会
共
同
代
表
）

演
題　

「
新
し
い
段
階
を
迎
え

た
改
憲
問
題
と
私
た
ち
」

平
和
学
習
会

　
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
を

す
す
め
る
青
森
県
連
絡
会
」
は

10
月
20
日
、
青
森
市
で
県
民
集

会
を
開
催
、
県
内
各
地
か
ら
80

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
県
連
絡

会
は
２
０
１
６
年
12
月
に
結

成
、
21
年
ま
で
に
20
万
筆
を
目

標
に
取
り
組
み
、
10
月
現
在

10
万
４
１
９
８
筆
に
到
達
、
参

加
団
体
も
県
原
水
協
や
県
生
協

連
・
県
労
連
・
県
原
水
禁
県
民

会
議
な
ど
33
団
体
に
拡
大
、
積

極
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

安
倍
政
権
は
、「
団
塊
の
世

代
」
が
75
歳
に
全
員
到
達
す
る

２
０
２
５
年
ま
で
に
「
全
世
代

型
社
会
保
障
改
革
」
と
称
し

て
、
社
会
保
障
の
大
改
悪
を
強

行
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
の
司
令
塔
と
し
て
労
働

組
合
や
現
場
の
当
事
者
を
排
除

し
た
財
界
や
官
邸
お
気
に
入
り

メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
「
全

世
代
型
社
会
保
障
検
討
会
議
」

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

　

改
悪
が
想
定
さ
れ
る
も
の

は
、
①
年
金
の
繰
り
下
げ
支
給

②
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
１
割

負
担
③
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
の
自

己
負
担
④
要
介
護
１
、２
の
生

活
サ
ー
ビ
ス
の
市
町
村
へ
の
移

行
⑤
後
期
高
齢
者
の
医
療
費
２

割
負
担
等
々
で
す
。

　

県
社
保
協
は
、
10
月
28
日
か

ら
11
月
に
か
け
て
例
年
実
施
し

て
い
る
40
自
治
体
を
を
訪
問
し

て
社
会
保
障
や
子
ど
も
の
貧
困

や
就
学
援
助
に
つ
い
て
懇
談
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
全
国

連
絡
会
の
事
務
局
員
の
鈴
木
慧

南
さ
ん
（
け
い
な
、
26
歳
）
は
、

「
繋
い
で
い
く
こ
と
ー
わ
た
し

か
ら
あ
な
た
へ
」
と
題
し
て
講

演
し
ま
し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
、

県
労
連
副
議
長
が
担
当
、
奥
村

榮
青
森
年
金
裁
判
を
支
援
す
る

会
副
会
長
は
、「
い
の
ち
の
と

り
で
裁
判
と
年
金
裁
判
を
社
会

保
障
闘
争
の
重
要
な
取
り
組
み

と
し
て
位
置
づ
け
、
労
働
組
合

と
と
も
に
推
進
し
て
い
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
て
い
る
」
と
紹

介
、
継
続
し
た
取
り
組
み
を
訴

え
ま
し
た
。

　

２
つ
の
裁
判
の
原
告
一
人
一

人
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者
か
ら

激
励
の
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
ま
た
弁
護
団
の
葛
西
聡
・

橋
場
丈
俊
弁
護
士
も
参
加
、
挨

拶
し
ま
し
た
。
焼
き
そ
ば
・
焼

肉
各
種
・
豚
汁
・
イ
カ
焼
き
・

お
に
ぎ
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
日

本
酒
・
ビ
ー
ル
・
焼
酎
・
ワ
イ

ン
な
ど
が
準
備
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」

「
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」「
一
人

は
み
ん
な
の
た
め
に
」
な
ど
を

歌
い
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

す
と
と
も
に
裁
判
勝
利
の
決
意

を
固
め
合
い
ま
し
た
。

２
度
に
わ
た
っ
て

国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ピ
ー

ス
ボ
ー
ト
が
主
催

す
る
「
ヒ
バ
ク
シ

ャ
地
球
一
周
証
言

の
航
海
」
に
参
加
、

世
界
22
か
国
32
都

市
を
訪
問
し
原
爆

被
害
の
実
相
と
被

爆
者
の
想
い
を
伝

い
て
き
た
経
験
を

話
し
感
動
を
与
え

ま
し
た
。

　

来
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
催

さ
れ
る
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
条

約
）
再
検
討
会
議
に
参
加
予
定

者
を
激
励
す
る
集
い
を
行
い
ま

し
た
。
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ

あ
お
も
り
の
川
岸
朋
美
さ
ん
、

青
森
保
健
生
活
協
同
組
合
の
池

田
一
生
さ
ん
は
（
弘
前
大
学
生

活
協
同
組
合
の
渡
邊
風
香
さ
ん

は
所
用
で
欠
席
）、
参
加
す
る

に
あ
た
っ
て
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。

　

こ
の
集
会
に
は
広
島
と
長
崎

市
で
二
重
被
爆
を
受
け
た
福
井

絹
代
さ
ん
（
88
）
も
参
加
し
ま

し
た
。

が
れ
笑
顔
！
19
秋

の
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
八
戸
市
・

む
つ
市
な
ど
県
内

各
地
か
ら
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
や
自
家
用

車
で
過
去
最
高
の

１
６
４
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
青
森

市
か
ら
は
青
森
保

健
生
協
の
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
２
台
を
満

杯
に
し
て
多
数
参

加
し
ま
し
た
。

　

司
会
は
今
正
則


